R７年度　学校教育目標具現化構想図                                　　　　　      　　　  
	《校　訓》
	
	教　育　目　標
	
	 小矢部市教育委員会重点施策

	 希望  実践  努力
徳もて叩け　自由の戸
智をもて拾え　平和の実
生命の悔いなき時を重ねてん


	
	 豊かな人間性と確かな学力を身に付け、
      　　　　健康や体力をはぐくむ
	
	○心豊かな人づくり
○心身ともにたくましい人づくり
○文化豊かな地域社会の創造
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	重　　点　　目　　標
	

	
	かかわりの中で、対話を重ね、共に成長する教育活動の実践
～　つたえる、つながる、つづける　～
	

	
	
	
	
	
	

	        
	方
針

	知　つたえる
　　

　　自らの学習状況を把握し、自己調整しながら学習を進めることができる授業と環境をつくる。
	
	徳　つながる
  　

　　生徒が自分で考え、主体的に取り組む活動や、自他のよさを実感できる活動を仕組む。
	
	体　つづける
　　健康・安全な生活を通して、生徒がたくましい心と体を育むように支援をする。
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	        
	目
標

	· 自己の学習状況を把握し、自分の学習状況に合わせて、形態や方法を選んで学習を進めることができる生徒


	
	・自分で決めた目標や役割を、やりぬく生徒

　　　　　　

・自分や仲間のよさを見付け、互いに伝え合える生徒

　　　　　　
	
	・規則正しい生活を整え、昼食後に歯磨きを行う生徒
・悩みや困り事を周りの誰かに伝えることができる生徒
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	    
	具
体
的
方
策

	○自分の学習状況を把握することができる学習環境の設定
　・活動の見通しがもてるよう工夫する。
　・学習課題に対する学びや学びの過　　　程等、振り返りの視点を提示する。
  ・自分の言葉で振り返りを書く、発　表を通して友だちに伝える等、学び　を表現できるようにする。
○自己の学習状況に合わせた、学習形態や学習方法を選んで取り組む場の設定
　・考えを引き出したり、深めたりする　ための話合いや学び合いの方法を提示し、自己選択できるようにする。

　・自分の考えをもつ活動、考えを伝　　　える活動、考えを受け止め理解する　　　活動、自分の考えを練り上げる活　　　動での教師の問いかけを工夫する。
  ・情報を収集・選択したり、考えや　　　情報を共有したりするために、ICT　機器を活用する。
・生徒同士が「Qワード」を活用し　　 ながら、学び合う場を設定する。

	
	○自分のよさや他とのつながりを実感　できる活動の推進
　・生徒が自分で目標や役割を決めて、　　　主体的に取り組む生徒会活動や学年　　　活動を推進する。
・自他のよさへの気付きを促すために学年・学級の枠を超えて交流する場を意図的に設定する。
・生徒同士が互いに気持ちのよい関係をつくれるよう、対人関係ゲームやソーシャルスキルトレーニング等を行う。
○「いのち」や「生き方」について考えを深める体験活動の充実
　・総合的な学習の時間に、先人の知　　　 恵や生き方等を地域人材から学ぶ　　　 機会や地域に役立つ活動など、ふる　　　さと教育を進める。
  ・道徳の授業や平和学習、人権教育、　　  あったかプロジェクト等を通して、     生命の尊さについて考える場を設け     る。
○人権感覚を高めるための環境づくり
  ・生徒が挨拶や温かな言葉のよさを　　　 感じたり、振り返ったりする機会　　　 を設ける。
　・清掃や奉仕活動を通して、感謝の　　　  心やボランティア精神を育むこと　　　  ができるように指導を工夫する。
	
	○生徒の変化を見逃さない観察と支援　
  ・生徒の小さな変化を共有し、教職　　員によるチーム支援を行う。
　・生徒のSOSに気付いたり、生徒の　　　ストレス耐性を高めたりできるよ　　　　うに、教職員の気付きや支援について　　　研修を進める。
○規則正しい生活習慣の定着に重点を置いた、健康教育の実施や家庭との連携
　・毎日の生活を振り返り、自分の生活を見直す機会をつくる。
  ・学校医、歯科衛生士と協力し、歯の健康に対する意識を高めるとともに、歯磨き習慣の定着を図る。
　・保健便りを通して、生徒の実態の連絡と学校の取組を各家庭へ周知するとともに、望ましい生活習慣の定着へ家庭が取り組むべきことについて啓蒙を図る。
○防災や防犯への実践力を育む学びの　の計画的な実施
  ・危機管理体制を整え、生徒の安全　　意識を高めるために、関係機関や専門家から助言を得る機会を計画的に設定する。
　・ＰＤＣＡサイクルを生かした訓練　　や身近な事例に学ぶ場をタイムリーに設定する。
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	                                        
	 研 修
 主 題
	自らの学習状況を把握し、自己調整しながら学習を進めることのできる教育活動の実践

～自分で考え、自分で選ぶためには～
	

	
	
	

	                             

	
	              
	


 R7の重点 　自己調整、情報修正能力、学級・学年の枠を超えた交流、言葉の力、ふるさと教育、Ｑワード、ボランティア







Ⅲ








・一人一人を大切にする、チーム学校づくり　　・つたえ合う教職員　


・地域とつながる教育課程　　　　　　　　　　・家庭への継続した発信








